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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 11/7（月）、8（火）、第4回法人研修のビデオ研修がメモリアルホールにて行われる。

· 11/10（木）、11（金）、職員旅行（3班）がある。

＜青明舎情報交換＞

・下妻　康貴様～11/1(火)、定期訪問実施時、部屋の中は片づいており、掃除は定期的に行っていると話す。体調について、採血の結果コレステロール値が平均値より高かったため、３ヶ月ほど栄養指導して様子をみることし、それでも値が下がらない場合は内服薬処方になると話す。金銭管理について、やりくりは出来ているが、月1回パチンコ屋に行き1万円使ってくると話すため、節度をもって遊ぶよう説明している。仕事について確認すると、青森の最低賃金が650円になったが、給料に反映するか心配なため青明舎のスタッフからパセリー菜に確認して欲しいと依頼あり。また、今後、体力的にパセリー菜の仕事がきついため、40歳前に駅前温泉の障害者枠で仕事があるなら働きたいと本人話す。本人には現時点では事業内容が白紙であること、現在のパセリー菜での仕事を振り返り、今はパセリー菜での就労を続けた方が本人に良いことを伝えている。本人も「話してスッキリした」、「パセリー菜での就労を頑張りたい」と話している。

11/3にナイトケアにて、賃金が値上げとなった事を報告されている。

・高柳　和子様～11/2（水）定期訪問実施。気分の落ち込みがあり、今週は2回頓服薬のリスパダール服用したとのこと。リスパダールを服用すると楽になると話す為、今後も気分の落ち込みがある際は、無理せず頓服薬を服用するよう説明している。部屋の掃除は１日おきに行なっているとのことで部屋は片付いている。入浴は週３～４回行なっており、土日はアパートのシャワーを使用する時もあるとのこと。食事は、よこまちストアから弁当を購入し摂取することもあるが、スパゲティー等作って食べる事が多いとのこと。

デイケアでも不調のためリスパダールを飲んだが、すぐ「治らないから帰りたい」と訴える事がある。薬が効くまで時間を要するため、様子を見るようにとの説明にて納得し、早退はしていない。

・上久保善郎様～11/5（土）定期訪問実施。体調変わりなく過ごしていると話している。午前中はごぼうの選別を行っており、午後も引き続き行う予定とのこと。11月末まではごぼうの収穫や選別の仕事が続くと話している。スポーツ紙やテレビで知った情報を元にスタッフと会話している。活動室の開館時間等についての質問があり、説明している。次回訪問は12/3(土)10：30～の予定。

・久保　清美様～11/6（日）定期訪問実施。血糖値はやや高めと指摘され、食事管理の指導を受けているという。血糖の薬が一つ増えたが、現在はふらつきや目眩などの自覚症状はない様子である。精神症状の悪化もなく、落ち着いている印象。仕事については、就労したい気持ちは強く、時々ハローワークに行っているが、宮城方面の仕事がほとんどで厳しい状況であると言う。６５歳になるまではチャンスがあれば仕事をしたいと考えているとのこと。車両保険の支払い（年間約3万円）があることや、車のオイル漏れの修理に17万円かかると言われ、来年の11月の車検までに中古車を買い換える予定であることを話しているため、姉と相談しながら決めるよう伝える。小銭入れは、１円と５円以外は無くなっており、デイナイトケアの食券を買って整理できたと話している。昔から小銭を持ち歩かない性格だったということで、時々、食券を買う等して精算していくよう伝える。

・中居美津子様～11/6（日）定期訪問実施。間取りが変わっており、ダンボールの奥にあったタンスを前に運んできたというが、整理整頓はされず、乱雑な状況はほとんど変わっていない。ニッセンのカタログや古新聞など、捨てられるものから捨てるよう助言し、来月の訪問時に、きちんと捨てられたか確認することを伝えると、本人も了承している。老齢厚生年金の申請後、年金証書（老齢厚生年金）は届いているが、年金の総額がいくらになったかという受給決定通知書が届いていないというため、もうしばらく待ってみるよう伝える。

・高田　マキ様～1日1～3回、風邪が治らない、デイケアに行けないといった内容で架電があり、対応している。デイケアにも、風邪が治らない、訪問看護と外来受診日が一緒で困るという電話がある。また、他メンバーから親しいメンバーと飲みに行く計画を立てているという情報があるが、カラオケに行く事になったという情報もある。

・細越　定生様～11/4（金）、憩いの場を利用しており、デイケアを休んだ理由について「苛々していたから」と曖昧に答えている。活動室ではスタッフとオセロや談話して過ごし、終始笑顔でおり調子の悪そうな様子は見られない。デイケアを休んだ理由は、先週木曜日、バイクを本部前に停めたことで、居合わせたデイケアスタッフに指摘されたことによると考えられる。本日はデイケアを出席しており、特に不満を訴えることなく過ごしている。
・久保　興介様～本日10時過ぎに来所。表情が冴えず、うみねこ幸房利用日ではないか尋ねると、調子が悪いためうみねこ幸房は早退したとのことで、ソファーで30分ほど横になっている。その後、デイケアに寄って帰ると話している。デイケアでは、うみねこ幸房での悩みであるため幸房には話せず、このまま家に帰ることも出来ないため話を聞いて欲しいと訴えている。うみねこ幸房での評価や、仕事が出来ていないと言われること、朝タイヤをパンクさせてしまったことなどを話している。考えている事を行って、「スッキリした」と話し、昼食を摂って帰宅している。

・田中　一　様～先週外来診察にて、年金証書申請用の診断書をおいてきたが、主治医ではなかったため、主治医に話が通っているか不安となり、考えているとお化けが出てくると話している。本日外来受診であるため、主治医に本人から確認するよう伝えている。また、自立支援法の手続きは、年金の診断書の手続きを終了してから行う事としている。

・種本　サハ様～夕食をグループホームで摂ることに疲れてきたと話し、来週からデイナイトケアで摂ることとしている。デイナイトで夕食を摂ってから、口さびしくなり、どうしても何か食べたくなると話すため、ご飯類ではなく、果物やヨーグルトを食べるよう説明している。通所でも同じような説明をするこが必要。

・平　康子　様～自立支援法の期限が近づいているため、五戸に同行して手続きをする事となる。手続きの日程は未定。

・繁名　和恵様～デイケアで、陰部の痒みを訴えて、「ただれている感じがする」と話している。今週から入浴を週2回から3回へ増やすこととする。

・平　京子　様～本日、「具合が悪い、起きれない」とデイケアを欠席している。先週金曜日からフラフラすると不調を訴えがあった。明日も欠席した場合には、関係機関へ連絡し自宅の様子確認を依頼していく。

・松永勘五郎様～頭部の赤みが強く、側頭部まで広がってきている。ベビー石鹸を使用しているとのことである。

＜事例検討＞

高柳　和子様（52）統合失調症　デイケア利用歴　2年9ヶ月、利用日　火木金、利用率83％

検討内容　目標の見直し

長期目標　継続して単身生活を送る

中期目標　①不安や悩みを伝えられるようにする

②体重増加しないようにする

短期目標　①不安となる原因を探り対処法を検討する

②規則正しい食生活をし、運動を行う

実施計画　①不安や悩みの有無を確認し対処法を検討する。頓服薬の服用状況を把握する。

②運動プログラムへの参加と食事や間食についての振返りを行い、体重増加を防ぐ。

現状
①について

デイでは…

・不安や悩みを月初めに訴える事が多い。9月にデイケアを辞めたい、つまらないと訴える事があった。

・スタッフから悩みについて確認すると、大丈夫ですと答えることが多く、イライラについては、「分からない」と理由が漠然としている。

青明舎では…

・悩みを言いたいが、デイのスタッフが忙しそうで言えないと話す。

・宮陽子様と会話を持つことがあり、気が合うと話している。宮様に「話を合わせて辛くない？」と聞かれた事があるが、実際には辛いとの事。自分の話もするよう説明するが「でも…」返答を濁している。

②について

・本人は体重が増える事は気にしている。健康管理で体重の減量を目標としていた。

・火・木は入浴もあり、あまり運動を行っていないが、金曜日の運動時は動きが大きい。

・他科受診で、駅前まで歩いていく。

・歩くときは歩くが、家にこもる事も多く、運動量は足りないよう。

・食事は脂っこいものが多く、麺類に偏っている。

・調理はスパゲッティを作る程度。

・金銭的に余裕がないわけではないが、値段を気にして買い物をしているため、野菜をあまり購入していないよう。

・間食はたまにすると言うが、量が多い（1度にポテトチップス一袋）。

その他

・青明舎には行きたいというが、実際には行っていない。

・人が多い場所は緊張し、中に入れない。

・調子が良いときは、自分から話かけることはある。

・話し相手を選び、自分とは違うと話す事が多い。スタッフは大丈夫とのこと。

・正月休みの時、ハイターを飲もうとしたことがあるため、出来るだけデイケアや青明舎を利用するよう促す。

検討結果
・治療計画①②は継続する。

・自分から話し掛けることが少なく、話し掛けてくることを待つ傾向がある。治療計画に、スタッフから話し掛けるという計画を追加する。

＜利用者様状況＞

・田中　正士様～呼吸法を開始し、毎日実施することとなっている。時間は決めておらず、少なくとも1日に１回（できれば3回）は実施するようにする。毎回スタッフが付く必要はないが、実施後、腹式呼吸が出来ているか確認をする。

・田向　玲美様～他人を気にし、デイケアの皆に嫌われているのではないかと話すことがある。また、デイケアメンバーに誘われたのに断ったため、連絡が来なくなったのではないかと不安を話している。

・田名部一樹様～先週金曜日、エアロビの最中にスタッフが動きについて指摘すると、「うるせえ」と暴言を吐くことがある。振返りでは、「集中しているときに言われたら、誰でも暴言を吐くだろう」と話している。

・下町サン子様～本日レクダンス時、頭痛があり、ふらふらすると話し、しゃがみこむことがある。血圧、体温ともに異常はなく、レクダンスは椅子に座って見学している。昼には治ったと話し、食事の準備等を手伝っている。

・小野寺ノリ様～11/4日、右脇にできた膿胞を切開し、膿を取っている。本日受診している。

＜外来情報＞

・田向　玲美様～デイケアに来るまでがストレスであるが、バスから降りれば大丈夫とのこと。幻視のようなものがあったと話す。

・松村　勉　様～デイケア利用を週2回に変更してから、金曜日の利用にも慣れてきたと話す。

・繁名　和恵様～耳から頭にズキンとくることがある。口の中が曲がった感じがすると訴えて

いる。マスクをし、経過をみるよう説明している。

・鈴木　和則様～訪看は止めたいと話している。主治医からは、デイケア週2回の利用を提案

するが本人は拒否。通院は最低でも週1回はするよう伝えている。本日母様が同行していなかったため、母様の意見を聞いてから決めることとしている。

・藤村　翔　様～独語があったが、幻聴はひどくないとのこと。宮様が苦手と話している。

